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                       学習指導案 

 

                             関西大学初等部 塩谷 京子 

 

１. 教科・学年：国語科 第２学年 

 

２. 単元名  ：お話、大すき 

 

３. 単元について 

（１）単元の目標 

 ＜国語科の目標＞ 

○易しい読み物に興味をもち、探して読む。 

◎場面の様子や人物の気持ちなどについて、想像を広げながら読む。 

◎自分の考えが明確になるように、簡単な組み立てを考えて書く。 

○事柄の順序を考えながら、語と語、文と文との続き方に注意して書く。 

○書いた文章を読み返す習慣をつけ間違いに注意する。 

○句読点の打ち方やかぎの使い方を理解して、文の中で正しく使う。     

 

＜メディアリテラシーの目標＞ 

○ 異なるタイトルの昔話を比べ、異なるテキスト（絵、文章、映像など）でありな

がらも両者には似た骨組み（プロット）が存在することに気づく。 

○視点や力点の置き方によってお話が変わることへの気づきを通して、「制作者の意

図」につながる「基礎的気づき」を培う。 

 

 （２）単元の概要 

 小学校に入学してから１年半、子どもは自分が好きな分野の本を楽しんで読んだり、

読み聞かせを楽しみにしたりするなど、読書に親しんでいる。しかし、子どもが手に

取って読む本は、各自の興味関心や体験に沿ったものであるため、好きな分野が限定

されていることが多い。 

 

 本単元は、「お話大好き」と題して、この時期の子どもの「読書の楽しさ」の幅を

広げることをねらいとし、「書くこと」を取り入れた単元構成となっている。１年生

の単元である「本とともだちになろう」では「話すこと」を取り入れた単元構成であ
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ることから、本単元では「書くこと」の取り入れ方が、単元構成時の鍵となる。 

 読書については、新学習指導要領「国語科」「読むこと」の内容の指導事項の中に

「目的に応じた読書に関する指導事項」という記述がある。低学年においては、「楽

しむためや知識を得るために、目的や必要に応じて、本や文章を選んで読むことを示

している。」とある。さらに、「低学年においても、読む目的を意識して本や文章を選

び、読書活動に関する見通しをもって取り組ませる必要がある。」と、明記されてい

る。子どもが受け身の読書をするのではなく、自分で選び見通しをもって取り組むよ

うな読書活動を設定することも、単元構成時に忘れてはならないことである。 

 

 そこで、主人公に目を向けた読書活動と書き手になってお話を作る活動を通して、

子どもの読書の楽しさの幅を広げる単元を組み立てようと考えた。 

 まず、主人公が小学校低学年の子どもの本を５０冊ほど選び、じっくりと読む活動

を行う。ここでは、内容よりも主人公に目を向けることで、今まで読まなかった分野

の本を読むきっかけ作りとしたい。初めて出会った本であっても主人公の言動を意識

して読むことで、主人公がどんな子なのかを把握しやすくなる。また、主人公の言動

に触れることにより、主人公に共感したり反発したりしながら読み進める楽しさを味

わうだろう。このようにして読む時間を確保した上で、一番心に残った本の紹介をし

合う。ここでは、１年生で学習した「話すこと」を取り入れた紹介の仕方を確認しな

がら、主人公は誰か、どんな子か、その子がどうしたお話なのかを３文で話せるよう

にする。ここでは、お話の大体をつかんだ紹介ができているか、また、友だちの紹介

で読みたい本があったのかなどを評価の観点とする。 

 

 十分お話を楽しんだ上で、次のお話を作る活動に入る。子どもはお話をたくさん読

んでいるが、常に読み手の立場からお話に接している。お話を書くということは、読

み手とは違う立場、すなわち書き手（作り手）という立場があることを知らねばなら

ない。子どもは本には作者がいることは知ってはいるが、お話を書く人や書き手とい

う立場の実感は乏しい。お話を読む活動から書くという活動に興味関心をもって入る

ためには、「書いてみたい」と思うような何らかの工夫が必要である。一番効果的な

のはお話を書いている人の話を聞くことであるが、予算や日程などの問題からどの学

校でも容易にできる方法ではない。そこで、異なったタイトルの昔話を比べ、異なる

テキスト（絵、文章、映像など）でありながらも両者には似た骨組み（プロット）が

存在することに気づく学習を設定した。子どもはタイトルが異なれば異なるお話だと

思っている。ましてや日本のお話と海外のお話であればなおさらだ。ところが、よく
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読んでいくと両者の骨組みは同じであることに気付く。同じ骨組みの存在を実感する

ことで、お話の骨組みに肉をつけると様々なお話ができあがることを体験的に理解す

ることが可能になる。この時点でようやく子どもは書き手の立場に立ち、書いてみた

いな、作ってみたいな、自分にもできそうだなという気持ちになる。興味関心が高ま

ったところで、お話を書く方法を伝え書き始めるという手順で単元を構成した。こう

することで、子どもは意欲をもってお話を作り、友だちが作ったお話にも関心を示す

であろう。 

 

 こうした興味関心の高まりは、視点や力点の置き方によってお話が変わることへの

気づきから生まれるものである。本単元では、このような「制作者の意図」 につな

がる「基礎的気づき」を培うというメディアリテラシーの目標も意識しながら授業を

進めることができる。 
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（３） 単元の計画 

次 時 ○ 学習のねらい ・主な活動 □ 指導上の留意点  ■評価の観点 

第 1次 ○自分で読んだり読んでもらったりして、お話を楽しむ。 

 １時 

２時 

・自分と同じくらいの年の子ども

が主人公の本を読む。 

□事前に５０冊ほど選書し、ブックカー

トなどに並べておく。 

□読む前に、読んだ本の書名と書いた人

をワークシートに記入する。 

□読んだ後の印象を、ワークシートに記

号で記入する。（○、△、×など） 

■自分が選んだ本をじっくりと読んで

いる。 

 

 

 

３時 

４時 

・心に残った本を１冊選び、紹介

しあう。 

□ 読んだ中から心に残った本を１冊選

びワークシートに記入する。 

□選んだ本の主人公の名前、どんな子

か、主人公がどうしたお話なのかをノ

ートやワークシートにメモする。 

□ 口頭で紹介しあう。 

■「主人公の名前」「主人公はどんな子

か」「誰がどうしたお話か」をつかん

でいる。 
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次 時 ○ 学習のねらい ・主な活動 □ 指導上の留意点  ■評価の観点 

第 2次 ○骨組みを意識して、お話の構成を考える。 

 ５時 

本時１ 

・異なるタイトルの昔話を比べる。 

 

□ 絵本や DVD など、複数のメディアを

用意する。 

□骨組みを板書する。 

■お話の大体をとらえ、「だれが、どう

した」お話なのかをつかんでいる。 

 ６時 

７時 

８時 

・骨組みを確認し、各自が肉付け

をすることを確認する。 

・（１）～（５）の手順を知る。 

（①～④は、次の授業で知らせる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物、事件、終わり方など、

お話の大体を考える。 

 

・事件から終わりまでの場面を考

える。 

 

□前時の学習を生かし、同じ骨組みをも

とにお話を作るとひとつひとつが違

うお話になることを確かめながら、手

順を説明する。 

□ 手順 

（１）お話の大体を考える。 

① 登場人物（主人公と主人公以外の

人）を決める。 

② 主人公にどんな事件がおきたのか

を考える。 

③ どんな終わり方にするのかを決め

る。 

④ 事件から終わりまでの場面を考え

る。 

（２）絵を描く 

（３）絵に対応して、原稿用紙に文を書

く 

（４）表紙を作る 

（５）互いに見合う 

■骨組みは同じでも作る人が違うと異

なるお話ができることについて、不思

議に思ったり、出来上がりを予想した

りするなど、興味関心をもって取り組

んでいる。 
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次 時 ○ 学習のねらい ・主な活動 □ 指導上の留意点  ■評価の観点 

□ワークシートにメモを記入しながら、

お話の大体を考える。 

■お話の大体を作っている。 

□事件と終わりをもとに、その間をつな

ぐ場面を考える。絵で考えても文で考

えても構わない。 

■事件が解決されるまでの場面を作っ

ている。 

 第３次         ○お話を作り、紹介しあう。 

 ９時 

10 時 

・絵を描く。 □主人公の絵を決める。 

□登場人物で１枚、事件で１枚、事件が

解決されるまでの場面の枚数、終わり

で１枚の絵を描く。 

■場面を意識して絵を描いている。 

 11 時 

12 時 

・原稿用紙に文章を書く。 □ 絵に沿って、原稿用紙に文章を書く。 

□ 書いた文章を自分で読み返す。 

■絵に沿った文章を書いている。 

 13 時 ・表紙の絵を描く。 □読み手を引きつける表紙の絵を考え

る。 

■意図をもって表紙の絵を描いている。 

 14 時 

本時２ 

・友だちの作ったお話を読む。 □読んだお話の題名と作った友だちの

名前を記入しながら読みあう。 

■同じ骨組みでも書き手（作り手）によ

って様々なお話になることに気づく。 
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４. 本時について 

（１）本時１の目標（５／１４） 

日本昔話「金の斧」（ＤＶＤ）、イソップ童話「正直なきこり」（読み聞かせ）を聞き、

異なるタイトル（題名）でも、「登場人物」「起きた事件」「終わり方」などが同じで

あること（同じ骨組みが存在すること）に気づく。 

 

（２）本時１の展開 

時間

数 
学習活動 指導上の留意点 評価 

25分 １．学習の方向をつかむ。 

 

・「金の斧」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ＤＶＤを見てみましょう。」 

・「誰が出てきましたか。」 

 

 

 

 

・「金の斧」との出会いなど、

体験を聞く。似たお話を知

っているという声があっ

たら取り上げる。 

・「金の斧」と板書し、日本

の昔話であることを確認

する。 

 

 

・ＤＶＤ「金の斧」を視聴さ

せる。 

・見た後、タイトル、登場人

物、斧、誰がどうしたお話

なのかを確認する。 
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時間

数 
学習活動 指導上の留意点 評価 

15分 ２．読み聞かせを聞いた後、ＤＶＤ

と同じ点に目を向けた話し合い

をする。 

 

・イソップ童話「正直なきこり」を

読みます。 

・（子どもの「同じ」「似ている」と

いう声を受けて）、きょうは、同

じところに目を向けて、お話を聞

きましょう。 

・（読み終わった後）、どこが同じで

すか。 

 

 

 

 

 

 

・子どもの「同じ」という声

を受けて、「同じところ」

に目を向けて聞くと板書

する。子どもの意欲を高め

るために、教師から「同じ

所に目を向けて読みしょ

う」と促さないように留意

する。 

・「正直なきこり」の登場人

物、斧、誰がどうしたお話

なのかを確認しながら、同

じ点が見えるように板書

する。 

・登場人物の二人の性格の違

いやどんな事件が起きて

終わりはどうなったのか

を簡潔に板書する。 

・子どもが、「意味は同じ」「内

容は同じ」という言葉で同

じところを言った場合は、

それらを「骨組み」という

言葉に置き換える。 

・子どもが、正直な人が得を

して嘘つきが損をすると

いう言い方をした場合は、

「終わり方」は同じという

■同じ点があ

ることに気

づき、どこ

が同じなの

かを考えな

がら読み聞

かせを聞い

ている。 

 

■同じところ

を見つけ、

発言してい

る。 
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時間

数 
学習活動 指導上の留意点 評価 

言葉に置き換える。 

・子どもが、正直な人、嘘つ

きな人、神様が出てくると

ころが同じという言い方

をした場合は、「登場人物」

は同じという言葉に置き

換える。 

・子どもが「斧を落としたと

ころが同じ」という言い方

をした場合は、普通は斧を

池に落とさないけどこの

ときは斧を池に落とした

という「事件」が起き、同

じ「事件が起きた」という

言葉に置き換える。 

 

5 分 ３．学習を振り返る。 

 

・（時間にゆとりがあった場合）神

様が出した斧の順番を変えると

同じ所は変わるでしょうか。 

・きょうの学習でわかったことを振

り返りカードに書きましょう。 

 

 

・実際に神様が出す斧の順番

や斧の素材を変えてお話

を作ってみる。それらを変

えてもお話の同じ所は変

わらないことを確認する。 

・振り返りカードを用意す

る。 
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（３）本時２の目標（１４／１４） 

作成した絵本を互いに読み合い、同じ骨組みでも作り手によって多様なお話ができる

ことに気づく。 

作り手の視点の置き方によってお話が変わることへの気づきを通して、同じ骨組みで

も「制作者の意図」につながる「基礎的気づき」を培う。 

 

（４）本時２の展開 

時間

数 
学習活動 指導上の留意点 評価 

15 分 １．本時のねらいをつかむ。 

・「金の斧」と「正直なきこり」のお

話を覚えていますか。 

・どんなことが同じでしたか。 

 

 

 

 

 

・「これは○○さんが作ったお話です」

と言って、予想させた上で読む。 

・「金の斧」や「正直なきこり」とは、

どこが、違いましたか。 

 

 

・学習を想起させるために

本の表紙や DVD のケース

を見せる。 

・第 5 時の板書で使用した

「骨組み」「登場人物」「事

件」「終わり方」のカード

を黒板に貼り、授業を思

い出させる。 

・友だちが作ったお話を取

り上げ、「金の斧」や「正

直なきこり」などと比べ、

骨組みは同じだが違った

内容になっていることに

気づかせる。 

・同じ骨組みから違うお話

ができることに目を向け

ながら読むことを意識さ

せる。 
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時間

数 
学習活動 指導上の留意点 評価 

15 分 ２．友だちの作品を読む。 

・骨組みを見つけながら、友だちの作

品を読んでみましょう。 

 

 

 

 

・４人グループで、一人ず

つ自分の作品を読みあ

う。 

・１人が読み、３人が聞く。 

・３人にタイトルから骨組

みにどのように肉付けを

したのかを予想させる。 

・３人は骨組みが見えたら、

ピンクの付箋紙を作品に

貼る。 

・３人は、予想と違ったと

ころやおもしろいと思っ

たところに、黄色の付箋

紙を貼る。 

■骨組みを

探しなが

ら、友だち

が作った

お話を読

んでいる。 

 

10 分 ３．感想を共有しあう。 

・友だちの作品を読んで、骨組みが見

えましたか。 

・予想と違ったところはありました

か。 

 

 

 

・友だちの作品についての

気づきを発表しあうとと

もに、本時のねらいにせ

まるような発言内容も取

り上げ板書していく。 

・発言が出ない場合は、本

時のはじめの発問を繰り

返し、同じ骨組みをもと

に皆で作成したお話であ

ることを再認識させる。 

 

 

■友だちの

作品を読

んで気づ

いた違い

を発表し

ている。 

5 分 ４．学習を振り返る。 

・きょうの学習でわかったことを振り

返りカードに書きましょう。 

 

 

・振り返りカードを用意す

る。 
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５. ワークシート 

●第１回 

  第１回授業の最後に、以下の「振り返りカード（ワークシート①）」を使用する。 

 

 

●第２回 

   第２回授業の最後に、以下の「振り返りカード（ワークシート③）」を使用する。 

 

 

ワークシート①                               

       年   組   番（              ） 

 

□ 日本昔話「金の斧」をＤＶＤで見たり、イソップ童話「正直なき

こり」の読み聞かせを聞いたりします。みんなで話し合いをした

あと、わかったことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りカード 

 
 

ワークシート③                               

       年   組   番（              ） 

 

□ 今日、わかったことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りカード 
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●第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童が記述したワークシート＞ 
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●第２回 
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骨組みを作ろう ワークシート②             

       年   組   番（              ） 

 

□  主な登場人物
とうじょうじんぶつ

をきめましょう。それぞれ、どんな人でしょう

か？ 

  登場人物      どんな人かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ どんなじけんがおきたのかな？ さいごはどうなったのかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなじけんがおきました。 さいごは、こうなりました。 

（ア） （イ） （ウ） 

●お話を作る時のワークシート 

 第１回の授業後に児童がお話を作るときに、以下の「骨組みを作ろう ワークシート②」

を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童に、自分が書きたいお話の登場人

物と、登場人物の特徴を記述させる。 

児童に、自分が書きたいお話で起きる事

件について記述させる。 

（ア）～（ウ）には、事件が起きてから結末までの

流れを記述させる。 

複数の事件を記述する児童もいるが、それでもよい

こととする。 

結末を記述させる。 
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＜児童が記述したワークシート＞ 
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６．板書・教室配置図 

●第１回 

＜板書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教室配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お の

金の斧
日本のむかし話

正直なきこり
イソップ

同じ
ところ

ほねぐみ
よしべえ

さん

わるべえ
さん

登場人物

じけん

終わり

正直な
きこり

よくばりな
きこり

＜わざと＞ ＜わざと＞

水のかみさま かみさま

正直

０
ゼロ

うそ

０
ゼロ

よくばり正直
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●第２回 

＜板書＞ 

◆ホワイトボード（左）                      ◆ホワイトボード（右） 
●その１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●その２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●その３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ

とうじょう

登場人物

終わり

ほねぐみ

じ けん

事 件

いい人 わるい人

とく ばち

（そんする）

同じ

とうじょう

登場人物

終わり

ほねぐみ

じ けん

事 件

いい人 わるい人

とく ばち

（そんする）

てじゅん

１．だい → よそう

２．よみはじめ

３．ほねぐみ

ピンク ふせん

４．きいろ ふせん

書き手

にくづけ 作者

（自分）

・よそうとちがう！

・おもしろい！

そうぞう

ちがった！
きめれる

お の

金の斧

日本むかし話

同じ

とうじょう

登場人物

終わり

正直な

きこり
イソップ

ほねぐみ

じ けん

事 件
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＜教室配置図＞ 
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＜参考資料＞ 

 

 

授業で使用した「金の斧（映像）」と「正直なきこり(絵本）」のあらすじ 

 

◆映像（ＤＶＤ）「金の斧」（日本昔話） 

心の優しいよしべえさんは、一つしかない古くて重たい斧で木を切っていた。すると手を

滑らせて、斧を池に落としてしまった。水の神様が現れ、新しい斧・金の斧・よしべえさ

んの斧と順番に池の底から拾ってきてくれる。よしべえさんは、正直に、最後の斧が自分

の斧だと答え、その正直さを気にいった神様は、新しい斧も金の斧もよしべえさんに与え

た。 

そのことを聞いたわるべえさんは、自分の新しくて軽い斧を３つともわざと池に投げ込ん

だ。神様が現れ、わるべえさんの３本の斧・３本の金の斧と順に拾ってくれるが、金の斧

が自分の斧だと嘘をつく。嘘を見抜いた神様は、怒って、全ての斧をわるべえさんから取

り上げてしまった。 

 

 
◆絵本「イソップどうわ２_正直なきこり（川崎 洋 文）」 

きこりが木を切っていると、うっかり斧を池に落としてしまった。すると、神様が現れ、

金の斧・銀の斧・鉄の斧と順番に拾ってくれる。きこりは、正直に、最後の鉄の斧が自分

のであると答えると、神様は、その正直さに感心し、金の斧と銀の斧もきこりに与えた。 

その話をきいた欲張は、池に斧を放り込んだ。神様が金の斧を持って現れると、その欲張

は、その金の斧が自分のだと答える。すると、神様は「このうそつきめ」と欲張の斧も取

り上げてしまった。 
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「金の斧（日本昔話）」及び「正直なきこり（イソップ）」の映像・本リスト 

 タイトル/著者 等 

お話の特徴 

登場人物 手に入れた斧(櫛) 
斧(櫛)の 

消えた場所 

「
金
の
斧
（
日
本
昔
話
）」
に
関
す
る
映

像*

１ 
 

●金の斧（ＤＶＤ：15 分） 

 

こども にんぎょうげ きじょう① 

日本編  

(ＮＨＫエンタープライズ) 

よしべえさん 

（正直者） 

金の斧 

新しい軽い斧 

自分の斧 
池 

わるべえさん 

（うそつき） 

自分の斧も失う 

水の神様（男） ― 

●こがねの斧（ＶＨＳ） 

 

まんが日本昔ばなし 第 7巻   

(アミューズソフトエンターテーメント） 

働き者の爺さま 

（正直者） 

金の斧 

自分の斧 

淵 怠け者の爺さま 

（不正直者） 

自分の斧も失う 

水神様（女神） ―  

「
正
直
な
き
こ
り
（
イ
ソ
ッ
プ
童
話
）」
の
本*

２ 
 

●正直なきこり 

「イソップどうわ２」（絵本） 

 

川崎洋  文 

中村景児 絵  

（小学館）  

きこり 

（正直者） 

金の斧 

銀の斧 

自分の鉄の斧 
池 

よくばり 

（うそつき） 

自分の斧も失う 

かみさま（男） ― 

●木こりとヘルメス 

「きつねがひろったイソップものがた

り」（絵本） 

 

安野光雅 文／絵 

（岩波書店） 

木こり（正直者） 金の斧 

銀の斧 

自分の斧 
川 

なかまの木こり 

（うそつき） 

自分の斧も失う 

ヘルメス（男神） ― 

●木こりとヘルメス 

「イソップ童話[下]」 

 

二宮フサ 訳 

（偕成社文庫） 

木こり（正直者） 金の斧 

銀の斧 

自分の斧 
川 

なかまの木こり 

（うそつき） 

自分の斧も失う 

ヘルメス(男神) ― 

「
金
の
斧
」
に
関
す
る
日
本
昔
話
の
本
＊
３ 

 

●黄金の斧＊４ 

「日本昔話大成 ６」 

 

（角川書店） 

よいお爺 黄金の斧 

自分の鉄の斧 

淵 

悪いお爺 自分の斧も失う 

水神様 ― 

●金の斧 

ちくまライブラリー32「昔話の年輪 80

選」 

 

稲田浩二 編 

（筑摩書房） 

 

 

 

 

真面目な木挽き 金の斧 

銀の斧 

自分の斧 

池 

悪い爺まな 自分の斧も失う 

美(オク)すい女 ― 
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 タイトル/著者 等 

お話の特徴 

登場人物 手に入れた斧(櫛) 
斧(櫛)の 

消えた場所 

「
金
の
斧
」
に
関
す
る
日
本
昔
話
の
本
＊
３ 

●黄金の斧（新潟県） 

「日本民話集 12 異次元への旅」 

 

野村純一、松谷みよ子 監修 

（作品社） 

お爺さん 金の斧 

自分の斧 

穴 
欲張り爺さん 自分の斧も失う 

(鬼に追いかけられ

て逃げ帰る) 

お地蔵さん ― 

●金の櫛、銀の櫛、機の櫛（長野県） 

「日本民話集 12 異次元への旅」 

 

野村純一、松谷みよ子 監修 

（作品社） 

正直なお婆さん 金の櫛 

銀の櫛 

自分の木の櫛 
川 

欲ばり婆さん 川の中に引っ張り込

まれる 

白髪のお爺さん ― 

●金の斧・鉄の斧*４ 

「昔話十二か月 三月の巻」 

 

松谷みよ子 編著 

（講談社文庫） 

西の爺（正直） 黄金の斧 

自分の鉄の斧 

沼 東の爺（不正直） 自分の斧も失う 

水神様（娘の神様） ― 

●金の斧銀の斧 *４ 

「日本昔話記録 10 大分県直入郡昔話

集」 

 

柳田国男 編、鈴木清美 採録 

（三省堂） 

正直な樵 金の斧 

銀の斧 

自分の鉄の斧 
池 

悪い樵（うそつき） 自分の斧も失う 

真白い髭の 

お爺さん 

― 

＊１「金の斧」と類似したお話の映像をリスト化した。 
＊２「正直なきこり」に関するイソップの本をリスト化した。 
＊３「金の斧」と類似した日本昔話をリスト化した。 
＊４「金の斧」と類似した話が複数掲載されているが、「お話の特徴」はその中の一つについて記述した。 
 
※関西大学初等部の授業では、映像「金の斧（こどもにんぎょうげきじょう）」と、絵本「正直なきこり（イ

ソップどうわ２）」を使用した。 

 

 


